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１ はじめに

全国学力・学習状況調査は，文部科学省により，「義務教育の機会均等とその水

準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し，教

育施策の成果と課題を検証し，その改善を図る」等を目的に，平成１９年度から実

施されています。

本調査の実施要領には，調査結果の取扱いに関する配慮事項として，調査結果に

ついては，「自らの教育及び教育施策の改善，各児童生徒の全般的な学習状況の改

善等につなげる」こと，また，調査結果の公表に関しては，「教育委員会や学校が，

保護者や地域住民に対して説明責任を果たすことが重要である」と示されています。

旭川市教育委員会では，全国学力・学習状況調査結果について，一つ一つの設問

や質問項目の詳細な分析を行い，成果や課題を明らかにして，各学校の指導や取組

の充実に資する改善策等を示すことにより，本市の児童生徒一人一人の学力向上を

図ることが大切であると考えています。

このような考えのもと，本報告書は，旭川市の重点的な学力向上策である「授業

改善」，「落ち着いた学習環境づくり」，「望ましい習慣づくり」と関連付けて整理す

るとともに，調査結果及び成果や課題を示した「概要」と，結果分析から浮かび上

がった課題に対する改善策を示した「指導の改善策」で構成しました。教科に関す

る調査については，設問ごとの正答率や無解答率等から成果と課題を分析し改善策

として授業プランをまとめ，児童生徒質問紙調査については，肯定的な回答の割合

や経年比較等から分析し改善策をまとめました。

なお，本調査の実施要領における調査結果の取扱いに関する配慮事項には，「調

査により測定できるのは学力の特定の一部分であること，学校における教育活動の

一側面であることなどを踏まえるとともに，序列化や過度な競争が生じないように

するなど教育上の効果や影響等に十分配慮することが重要である」とも示されてお

り，これらのことにも配慮し作成しました。

本報告書は，本調査の当該児童生徒の市内全体の傾向をまとめたもので，全ての

児童生徒，学校に当てはまるものとは限りませんが，本報告書を学校や家庭での生

活及び学習の改善のために御活用いただくことを期待しています。
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２ 調査の概要

⑴ 調査の目的

○ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の

学力や学習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を

図るとともに，学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等

に役立てる。さらに，そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改

善サイクルを確立する。

⑵ 調査の対象

○ 小学校第６学年及び中学校第３学年の児童生徒

⑶ 調査の内容

① 教科に関する調査

小学校：国語Ａ・Ｂ，算数Ａ・Ｂ

中学校：国語Ａ・Ｂ，数学Ａ・Ｂ

Ａ問題（主として「知識」に関する問題）

・身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内

容や，実生活において不可欠であり常に活用できるようになって

いることが望ましい知識・技能など。

Ｂ問題（主として「活用」に関する問題）

・知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題

解決のための構想を立て実践し評価・改善する力など。

② 質問紙調査

児童・生徒質問紙：学習意欲や学習方法，学習環境，生活の諸側面等に関す

る調査

学校質問紙：指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状況等

に関する調査

⑷ 調査日

平成２８年４月１９日（火）

⑸ 調査に参加した学校数，児童・生徒数

校 種 学校数 人 数

小学校 ５２校 ２,５４１人

中学校 ２７校 ２,６５７人

※児童・生徒数は，教科に関する調査及び質問紙調査のうち，回収した解答（回答）

用紙が最も多かったもの
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３ 教科に関する調査結果の概要

(1) 小学校各教科

＜国語・算数の授業に関わる児童質問紙調査結果＞

＜無解答率の状況＞

○国語Ａでは，「伝

統的な言語文化

と国語の特質に

関する事項」，国

語Ｂでは，「書く

こと」，「読むこ

と」，算数Ａでは，

「量と測定」，「数

量関係」の領域

等を得意として

いる。

●算数Ａでは，「図

形」，算数Ｂでは，

「数と計算」，「図

形」の領域を苦

手としている。

・平成２８年度は，国語Ａ・Ｂ，

算数Ａで無解答率が低い。

・昨年度と比較すると，国語Ｂ，

算数Ａ・Ｂで無解答率が低く，

改善傾向が見られる。

※（本市の各設問の無解答率の平均）÷（全国の各設問の無解答率の平均）×100で算出

○国語の授業で目的に応じて資料を読み，自分の考えを話し

たり，書いたりしている。

○算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに

書いている。

※（本市の平均正答率）÷（全国の平均正答率）×１００で算出

○国語では，授業で目的に応じて資料を読み，自分の考えを話したり，書いたりしている児童が

増加傾向にある。

○算数では，授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いている児童が増加傾向に

ある。
学習習慣・生活習慣の詳細については

「指導の改善策」Ｐ９９へ
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(2) 中学校各教科

＜国語・数学の授業に関わる生徒質問紙調査結果＞

＜無解答率の状況＞

○数学Ａでは，「関

数」，「資料の活

用」，数学Ｂでは，

「図形」，「関数」

の領域を得意と

している。

●国語Ａでは，「伝

統的な言語文化

と国語の特質に

関する事項」，国

語Ｂでは，「書く

こと」，数学Ｂで

は，「資料の活用」

の領域等を苦手

としている。

※（本市の各設問の無解答率の平均）÷（全国の各設問の無解答率の平均）×100で算出

・平成２８年度は，全ての教科で

無解答率がやや高い。

・昨年度と比較すると，国語Ｂ，

数学Ａ・Ｂで無解答率が低く，

改善傾向が見られる。

○国語の授業で目的に応じて資料を読み，自分の考えを話し

たり，書いたりしている。

○数学の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノート

に書いている。

○国語では，授業で目的に応じて資料を読み，自分の考えを話したり，書いたりしている生徒が

増加傾向にある。

○数学では，授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いている生徒が増加傾向に

ある。

※（本市の平均正答率）÷（全国の平均正答率）×１００で算出

学習習慣・生活習慣の詳細については

「指導の改善策」Ｐ９９へ
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(３) 小学校国語Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇相当数の児童ができている点 

１一 学年別配当表に示されている漢字を正しく読む『快晴』『貯金』『省く』  

１二１ 学年別配当表に示されている漢字を正しく書く『種』【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】 

５ 目的に応じて，図と表を関係付けて読む【読むこと】 

７アイ 用紙全体との関係に注意し，文字の大きさや配列などを決める【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】 

 

５ 目的に応じて，図と表を関係付けて読む【読むこと】 

 山田さんは，学校の遠足で南 

町公園に行くときにグループで 

活動する広場を決めようとして 

います。 

【南町公園案内図】と【パン 

フレットの一部】を読んで， 

【山田さんのグループの希望】 

に最も合う広場を選択肢から選 

びましょう。 ＜正答の条件＞ 

・「ピクニック広場」を選択している。 

８２，３ 平仮名で表記されたものをローマ字で書く。ローマ字で表記さ 

れたものを正しく読む【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】 

８３ 。【数量関係】 

２ 次の言葉をローマ字で書きましょう。 

 

   あさって → 

 

３ 次のローマ字を平仮名で書きましょう。 

 

   ｈｙａｋｕ → 

＜正答の条件＞ 

・２は， ａｓａｔｔｅ と表記する。 

・３は， ひゃく と表記する。 

＜多く見られた誤答例＞ 
・２ ａｓａｔｅ ａｓａａｔｅ ａｓｓａｔｅ と表記しており，促音の表記につ

いて正しく理解していない。 

・３ はやく やく と表記しており，「く」については相当数の児童が書くことがで

きていたが，拗音を含んだ読みについて正しく理解していない。 

 
本課題の改善策については， 
「指導の改善策」 Ｐ１５へ 

◆課題のある点 
３ 書き手の表現の仕方をより良くするために助言する【書くこと】 

６ 登場人物の人物像について，複数の叙述を基にして捉える【読むこと】  

８２，３ 平仮名で表記されたものをローマ字で書く。ローマ字で表記されたものを正しく読む。【伝統的な言語文化

と国語の特質に関する事項】 

 

＜小学校で身に付けさせたい力＞ 

・日常使われている簡単な単語について，

ローマ字で書いたり，ローマ字を読ん

だりすることができる。（小３） 

＜中学校へのつながり＞ 

※外国語科の学習に使用します。 

９年間の視点 

正答率 
93.4％ 

正答率 
2  39.6％ 
3  45.7％ 

 

＜無解答率＞ 

・２ 11.4％であり，Ａ問題の中で２番目に高い。 

・３ 19.9％であり，Ａ問題の中で最も高い。 

 

ボ
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ろ
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い
い
ね
。 
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(４) 小学校国語Ｂ 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇相当数の児童ができている点 
３一 目的に応じて，複数の本や文章などを選んで読む【読むこと】 

３二 目的に応じて，本や文章を比べて読むなどの効果的な読み方を工夫する【読むこと】 

 

３二 目的に応じて，本や文章を比べて読むなどの効果的な読み方を工夫する 
【読むこと】 

【資料２】を読み，坂下さんが，どの 
ようにしてパン職人になったのかを【資 
料１】《パン職人への道》に当てはめて 
確かめることにしました。 
【資料１】に付けられた①から⑥まで 

の番号を使うと，どの順番でパン職人に 
なったといえますか。その順番として最 
も適切なものを選択肢から選びましょう。 
 
 
 

 

１三 話し手の意図を捉えながら聞き，話の展開に沿って質問する 

【話すこと・聞くこと】 

 山下さんが，【インタビューの一部】の     の中で，どのような質

問をしたと考えられるか，次の条件に合わせて書きましょう。 

 

〈条件〉 

○【事前に準備した 

インタビューメモ】 

の内容を使って質問 

すること。 

○「◇店長」の発言 

を受けて質問をする 

こと。 

○三十字以上，五十字 

以内で書くこと。 

＜正答の条件＞ 
・３つの条件を満たして解答している。 

＜多く見られた誤答例＞ 
・「◇店長」の発言を受けていない。 

・【事前に準備したインタビューメモ】の内容に触れていない。 

◆課題のある点 

１三 話し手の意図を捉えながら聞き，話の展開に沿って質問する【話すこと・聞くこと】 

２二(1) 目的や意図に応じて，グラフを基に，自分の考えを書く【書くこと】 

３三 目的に応じて，文章の内容を的確に押さえ，自分の考えを明確にしながら読む【読むこと】 

 

 

＜小学校で身に付けさせたい力＞ 

・インタビューを行う際，相手の

応答を注意深く聞き，分からな

い点を質問したり，感想を述べ

たりする。（小３，４） 

・インタビューを行う際，相手の

応答を受けて，目的や話の展開

に沿って質問する。（小５，６） 

＜中学校へのつながり＞ 

・質問し合って互いの考えを聞き，

共通点や相違点を整理して考え

る。（中１） 

９年間の視点 

正答率 
78.3％ 

正答率 
51.8％ 

＜無解答率＞ 

・7.1％であり，Ｂ問題の中で２番目に高い。 

 

１ ①→⑤→⑥ 

２ ①→②→⑤→⑥ 

３ ①→②→④→⑤→⑥ 

４ ①→②→③→④→⑤→⑥ 

５ ①→②→③→⑤→⑥ 

＜正答の条件＞ 

・選択肢３「①→②→④→⑤→⑥」を選択している。 

本課題の改善策については， 
「指導の改善策」 Ｐ４へ 
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(5) 小学校算数Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇相当数の児童ができている点 
１(3) 商の確かめの方法を理解する【数と計算】     ２(1)(4) 905－8 や(2／9)×3 を計算する【数と計算】 

３(1) 不等号の意味を理解する【数と計算】      ５ 三角形の底辺と高さの関係を理解する【量と測定】 

９(1) 示された場面を適切に読み取り，全体の人数を求める【数と計算】 

９（１）示された場面を適切に読み取り，全体の人数を求める【数と計算】 

バスに乗る人が，バス停に一列に並んで 

待っています。さゆりさんの前に１０人， 

後ろに１９人います。バス停に並んでいる 

人数は全部で何人ですか。求める式と答え 

を書きましょう。 

＜正答の条件＞ 

・問題に示された「１０」，「１９」及び，

さゆりさん本人を示す「１」を用いた

ことが分かる式を立式する。 

（例）１０＋１＋１９ 

・答えを「３０」と解答する。 

 

９（２）１を越える割合を百分率で表す場面において，基準量と比較量の関係 

を理解する【数量関係】 

バスに乗っている人数は６０人です。乗っている人数は，定員よ

りも定員の２０％分多いそうです。 

定員をもとにしたときの乗っている人数の割合を，百分率を使っ

た次の図に表します。 

 

 

 

 

 

 

図の中のアとイには，下の４つの数のいずれかが入ります。アと

イに入る数をそれぞれ書きましょう。 

 

２０  ８０  １００  １２０ 

 

 

 

 

＜正答の条件＞ 

・アを「１００」，イを「１２０」と解答する。 

＜多く見られた誤答例＞ 
・アを「８０」，イを「１００」とし，乗っている人数を基準量として，定員は乗ってい

る人数の８０％であると捉えている。 

 

◆課題のある点 
３(2) 「７.１」，「７」，「７.０１」の大小関係を理解する【数と計算】 

７ 直方体における面と面の位置関係を理解する【図形】 

９(2) １を越える割合を百分率で表す場面において，基準量（もとにする量）と比較量（比べられる量）の関係を理

解する【数量関係】 

 

＜小学校で身に付けさせたい力＞ 

・２本の数直線の書き方や意味を理解す

る。（小３） 

・倍の考え方を理解する。（小４） 

・小数をかけたときの積の大きさを理解

する。（小５） 

＜中学校へのつながり＞ 

・数量の関係を文字式に表す。（中１） 

９年間の視点 

正答率 
80.5％ 

正答率 
49.5％ 

＜無解答率＞ 

・５.８％であり，Ａ問題の中で最も高い問題である。 

 

本課題の改善策については， 
「指導の改善策」 Ｐ５７へ 
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(６) 小学校算数Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇相当数の児童ができている点 
１(1) 示された条件を基にほかの正方形について検討し，同じきまりが成り立つかを理解する【数と計算】【量と測定】 

３(3) 正方形に円が内接するときの円の半径について理解する【図形】 

４(2) 示された２つの表だけでは判断できない事柄を理解する【数量関係】 

１（１）示された条件を基にほかの正方形について検討し，同じきまりが 

成り立つかを理解する【数と計算】【量と測定】 

１辺が７㎝の正方形について次のように話しています。 

 

                       (1)よし子さんは，１辺が８㎝や９㎝の正方形でも， 

                             縦を１㎝短くし，横を１㎝長くすると，面積が 

よし子さんは，下のように計算しました。          １㎝２小さくなることを下のように調べました。 

                             ○ア○イ○ウに入る数を書きましょう。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜正答の条件＞ 

・アを「８」，イを「１０」とし，ウを「８

０」と解答する。 

・アを「１０」，イを「８」とし，ウを「８

０」と解答する。 

 

４（１）１人当たりの本の貸出冊数を求めるために，貸出冊数の合計のほか 
に調べる必要のある事柄を理解する【量と測定】【数量関係】 

 

＜正答の条件＞ 

・「２」と解答する。 

＜多く見られた誤答例＞ 
・「１」と解答し，一人あたりの貸出冊数は貸

出冊数の合計のほかに，人数が必要であると

は捉えているが，学校全体の人数とは捉えて

いない。 

◆課題のある点 
２(3) ４０ｍハードル走の目標のタイムを求める式の中の数値が表す意味を理解する【数と計算】 
３(2) 示された長方形の厚紙から，１辺９㎝の正方形を２４個切り取ることができる理由を説明する【数と計算】 
４(1) １人当たりの本の貸出冊数を求めるために，貸出冊数の合計のほかに調べる必要のある事柄を理解する【量と測

定】【数量関係】 
５(1) 示された除法の式を，三角形を並べてできた形と関連付け，角の大きさを基に，式の意味を説明する【全領域】 
５(2) 示された四角形を６つ並べてできる図形を理解する【量と測定】【図形】 

 

＜小学校で身に付けさせたい力＞ 

・表の中の合計欄の意味や数値の意

味を理解する。（小３） 

・単位量あたりの大きさの意味を理

解する。（小５） 

＜中学校へのつながり＞ 

・資料を表やグラフに整理し，資料

の傾向を読み取る。（中１） 

９年間の視点 

正答率 
93.5％ 

正答率 
48.6％ 

(1) あさ子さんのように各学校一人あたりの貸出 

  冊数を求めるためには，表の囲みの各学校の貸                                         

 出冊数の合計のほかに，どのような数が必要で 

 すか。 

  下の１から４までの中から１つ選んで，その 

 番号を書きましょう。 

 

 １ 各学校の，図書館を利用した人数 

 ２ 各学校の，学校全体の児童の人数 

 ３ 各学校の，図書館にある本の冊数 

４ 各学校の，本の種類ごとの貸出冊数 Ａ小学校の図書委員たちは，上の表の囲みの部分を     

見て，次のように話し合っています。 

 

Ａ小学校とＢ小学校の図書委員会は，協力して読書活

動をすすめています。 

 次の資料は，４月から７月までの４か月間の，各学校

の本の貸出冊数の様子をまとめたものです。 

本課題の改善策については， 
「指導の改善策」 Ｐ６１へ 
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 (7) 中学校国語Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇相当数の生徒ができている点 
３一 文脈の中における語句の意味を理解する【読むこと】 
３二 登場人物の言動の意味を考え，内容を理解する【読むこと】 
５一 相手や場に応じた言葉遣いなどに気を付けて話す【話すこと・聞くこと】 
５二 全体と部分との関係に注意して話を構成する【話すこと・聞くこと】 
８一 奥付の特徴や役割を理解する【読むこと】 
９一１，３ 文脈に即して漢字を正しく書く『研究』『植える』【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】 
９二 文脈に即して漢字を正しく読む『封筒』『報われた』『敬う』【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】 
９三ア，イ，エ 語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使う『合間を縫って』『もちろん分かっています』『先生にお

届けします』【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】 
９七２ 歌に表れた作者の思いを想像する【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】 

９七２ 歌に表れた作者の思いを想像する【伝統的な言語文化と国語の特質に 
関する事項】 

童謡「ふるさと」の歌詞の一部における 

波線部「忘れがたき」の意味として，最も 

適切なものを選択肢から選びましょう。 

 

 

 

＜正答の条件＞ 

・選択肢２「忘れられない」を選択して

いる。 

9 四ア 辞典を活用し，漢字が表している意味を正しく捉える 

（「賛美」の「美」）【伝統的な言語文化と国語の特質に関わる事項】 

 

「賛美」の「美」の意味 

として最も適切なものを， 

【漢和辞典】の「意味」の 

①から④までの中から選び 

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜正答の条件＞ 

・③「ほめる」を選択している。 

＜多く見られた誤答例＞ 
・④「よい。立派である。」を選択している。 

◆課題のある点 
９一２ 文脈に即して正しい漢字を書く（独創）【伝統的な言語文化と国語の特質に関わる事項】 

９三ウ，オ 語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使う（手塩にかけて）（白羽の矢が立つ）

９四ア 辞典を活用し，漢字が表している意味を正しく捉える（「賛美」の「美」）【伝統的な言語文化と国語の特質に関わる事項】 

９五 文の成分の照応について理解する【伝統的な言語文化と国語の特質に関わる事項】 

９六 文字の形や大きさ，配列に注意して書く【伝統的な言語文化と国語の特質に関わる事項】 

 

 

＜小学校からのつながり＞ 

・表現したり理解したりするために必要

な文字や語句について，国語辞典を利

用して調べる方法を理解する。（小３） 

・表現したり理解したりするために必要

な文字や語句について，漢字辞典を利

用して調べる方法を理解する。（小４） 

＜中学校で身に付けたい力＞ 

・新しく出合った言葉について，辞書に

ある様々な意味から文脈上の意味を考

える。（中１） 

９年間の視点 

正答率 
93.0％ 

正答率 
58.4％ 
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本課題の改善策については， 
「指導の改善策」 Ｐ１４へ 
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(8) 中学校国語Ｂ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇相当数の生徒ができている点 
１一 文章の中心的な部分と付加的な部分とを読み分け，要旨を捉える【読むこと】 

１二 目的に応じて必要な情報を読み取る【読むこと】 

１二 目的に応じて必要な情報を読み取る【読むこと】 

【博物館のちらし（裏）】 

にある関連イベント「～職 

人の技を見てみよう～」に 

参加することができる日付 

として，最も適切なものを 

選択肢から選びましょう。 

 

 

 

 

 

＜正答の条件＞ 

・選択肢２「２０１６年５月２２

日」を選択している。 

３三 本や文章などから必要な情報を読み取り，根拠を明確に 

して自分の考えを書く【書くこと】【読むこと】 

新美南吉「おじいさんのランプ」 

のうち，設問で指定された部分の記 

述について，【図鑑の説明】を読む 

ことでよく分かるようになった部 

分と，その部分についてどのよう 

なことが分かったのかを，次の 

＜条件＞に合わせて書きましょう。 

 

＜条件＞ 

１ 設問で指定された部分の中 

のどの部分についてよく分か 

るようになったかを明確にし 

て書くこと。  

２ 条件１で取り上げた部分に 

ついて，どのようなことが分 

かったのかを【図鑑の説明】 

の内容に触れて書くこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜正答の条件＞ 

・２つの条件を満たして記述している。 

＜多く見られた誤答例＞ 
・どの部分について分かるようになったかを明確にして書いていない。 

・指定された部分と【図鑑の説明】を関連付けて書いていない。 

◆課題のある点 
２三 課題を決め，それに応じた情報の収集方法を考える【書くこと】【読むこと】 

３三 本や文章などから必要な情報を読み取り，根拠を明確にして自分の考えを書く【書くこと】【読むこと】 

 

＜小学校からのつながり＞ 

・引用したり，図表を用いたり

して，自分の考えが伝わるよ

うに書く。（小５，６） 

＜中学校で身に付けさせたい力＞ 

・伝えたい事実や事柄につい

て，自分の考えが明確に伝わ

るよう，資料から根拠を示し

て書く。（中１） 

９年間の視点 

正答率 
81.5％ 

正答率 
51.6％ 

＜無解答率＞ 

・29.7％であり，Ａ問題の中で最も高い。 

 

１ ２０１６年５月２１日 

２ ２０１６年５月２２日 

３ ２０１６年５月２３日 

４ ２０１６年５月２４日 

本課題の改善策については， 
「指導の改善策」 Ｐ１２へ 
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 (9) 中学校数学Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇相当数の生徒ができている点 
１(3) －３＋（－７）を計算する【数と計算】         ２(2) （２ｘ＋５ｙ）＋３（ｘ－２ｙ）を計算する【数と計算】 
３(4) ２ｘ＋ｙ＝ｘ－ｙ＝３から，ｘとｙの値を求めるための連立方程式を立てる【数と計算】 

４(1) 垂線の作図の方法を理解する【図形】          ９(1) 比例の関係を表す表を完成する【関数】 
９(2) 比例の式について，ｘの値の増加に伴うｙの増加量を求める【関数】 
10(2) 一次関数ｙ＝ａｘ＋ｂについて，変化の割合が一定でａの値に等しいことを理解する【関数】 

12(1) 資料を整理した表から，最頻値（最も多く出てくる値）を読み取る【資料の活用】 
12(2) 測定値が与えられた場面において，近似値（真の値に近い値）と誤差の意味を理解する【資料の活用】 
         

３（4） ２ｘ＋ｙ＝ｘ－ｙ＝３から，ｘとｙの値を求めるための連立方程式 

を立てる【数と計算】 

 

＜正答の条件＞ 

・「ｘ－ｙ＝３」または「２ｘ＋ｙ＝ｘ－ｙ」と解答

する。 

 

・上記以外で，連立方程式の解がｘ＝２，ｙ＝－１

となるような方程式を解答する。 

 

９（4）反比例のグラフ上の点の座標から，ｘとｙの関係を式で表す【関数】 

 右の図は，反比例のグラフで， 

点Ａ（３，４）を通ります。こ 

のとき，ｙをｘの式で表しなさ 

い。 

 

 

 

 

 

＜正答の条件＞ 

・「（ｙ＝）１２／ｘ」と解答する。 

＜多く見られた誤答例＞ 
・「（ｙ＝）４／３ｘ」や，「（ｙ＝）４／３」など，反比例が分数で表されることから，

点Ａ（３，４）の３と４を分数で表した式で答えている。 

・ｙ＝ａｘ＋ｂのａとｂに点Ａ（３，４）の３と４を当てはめて「（ｙ＝）３ｘ＋４」

と解答するなど，一次関数の式で答えている。 

 

◆課題のある点 
２(1) 数量の関係を文字式に表す【数と計算】         ３(2) 一次方程式の解の意味を理解する【数と計算】 
５(1) 三角柱において，辺と辺がねじれの位置にあることを理解する【図形】 

５(4) 円錐の体積は，それと底面が合同で高さが等しい円柱の体積の１／３であることを理解する【図形】 
９(4) 反比例のグラフ上の点の座標から，ｘとｙの関係を式で表す【関数】 
10(3) １次関数のグラフから，ｘの変域（文字のとりうる値の範囲）に対応するｙの変域を求める【関数】 

11 具体的な事象における一次関数の関係を式で表す【関数】 

 

＜小学校からのつながり＞ 

・反比例の式やグラフの特徴を理解する。

（小６） 

＜中学校で身に付けさせたい力＞ 

・反比例の式と比例定数について理解す

る。（中１） 

・反比例や一次関数のグラフについて理

解する。（中１，中２） 

・示されたグラフ上の点の座標から立式

する。（中１～３） 

 

９年間の視点 

正答率 
86.8％ 

正答率 
35.3％ 

＜無解答率＞ 

・１８.４％であり，Ａ問題の中で３番目に高い。 

 

本課題の改善策については， 
「指導の改善策」 Ｐ６８へ 
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 (10) 中学校数学Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇相当数の生徒ができている点 
１(1) 全３試合の全体の時間が決まっており，１試合の時間を決めたときの試合間の休憩時間を求める【数と計算】 

６(1) 数当てゲームの示された手順通りに計算することで，数を求める【数と計算】 

６（１）数当てゲームの示された手順通りに計算することで，数を求める 
【数と計算】 

美咲さんは，数当てゲームを行うために， 
右の手順を考えました。 
 この数当てゲームは，手順通りに求めた数 
（⑤の計算結果）を教えてもらい，その数か 
ら，最初に決めた数（①で決めた数）を当て 
る遊びです。 
 最初に決めた数が５のとき，手順通りに求 
めた数を書きなさい。 

＜正答の条件＞ 

・「３５」と解答する。 

 

５（２） 示されたサイズの靴が貸し出された回数の，相対度数を求める式 

を立てる【資料の活用】 

 

 

 

＜正答の条件＞ 
・「１０８７÷７２６０」と解答する。 

・「０.１５」など，１０８７÷７２６０を計算して相対度数を解答する。 

＜多く見られた誤答例＞ 
・「２５.５÷１０８７」など，必要な情報の選択を誤っている。 

・「７２６０÷１０８７」など，相対度数が全体に対する部分の割合であることを理解し

ていない。 

◆課題のある点 
２(2) ｘ＝４のときｙ＝９となるように，加えるべき条件を判断し，その理由を説明する【関数】 

３(3) Ａ車とＢ車の２台の総費用が等しくなる使用年数を求める方法について，式やグラフを用いて説明する【関数】 

４(2) 辺の長さの比が１：２になるという条件が付加されたとき，どのような三角形になるかを説明する【図形】 

５(1) 示されたサイズの靴を最も多く買うという考えが適切ではない理由を，グラフを基に説明する【資料の活用】 

５(2) 示されたサイズの靴が貸し出された回数の，相対度数を求める式を立てる【資料の活用】 

６(2) 文字を使って，数当てゲームの手順通りに求めた数から最初に決めた数を当てる方法を説明する【数と計算】 

 

 

＜小学校からのつながり＞ 

・割合の意味とその表し方を理解する。

（小５） 

＜中学校で身につけさせたい力＞ 

・相対度数の意味と式の表し方について

理解する（中１） 

・ヒストグラムや代表値を用いて資料の

傾向を捉える（中１） 

９年間の視点 

正答率 
74.0％ 

正答率 
26.0％ 

＜無解答率＞ 

・３８.４％であり，Ｂ問題の中で２番目に高い。 

 
あるボウリング場では，貸し出し用の

靴をすべて新しいものに買い替えようと

しています。そのために，貸し出し用の

靴の総数や，過去１か月間に靴が貸し出

された回数について調べました。 

 

 右のグラフから，例えば，２３.５㎝の

靴は５２４回貸し出されたことがわかり

ます。 

 調べたことをもとに，どのサイズの靴

を何足買うかを考えます。 

 

 ２５.５㎝の靴を何足買うかを考えるために，２５.５㎝の靴が貸し出された回数の

相対度数を求めます。その相対度数を求める式を書きなさい。ただし，実際に相対

度数を求める必要はありません。 

本課題の改善策については， 
「指導の改善策」 Ｐ７３へ 
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４ 学習習慣・生活習慣の概要 

（１）質問項目の分類の考え方 

 

 
 

カテゴリー 国立教育政策研究所の分類 質問番号 

① 授業改善 

○学習に対する関心・意欲・態度 

(28)(44)(45)(46)(61)(62)(63)(65) 
(66)(67)(68)(69)(70)(71)(72)(73) 
(74)(75)(76)(77)(78)(79)(80)(81) 
(82)(83)(84)(85) 

○学習状況 

(7)(8)(33)(47)(48)(49)(50)(51) 
(52)(53)(54)(55)(56)(57)(58)(59) 
(60) 

○社会に対する興味・関心 (35)(36)(37)(38) 

② 落ち着いた学
習環境づくり 

○学校生活等 (26)(27)(29)(30)(31) 

○規範意識 (39)(40)(41)(42)(43) 

③ 望ましい習慣
づくり 

○学習時間等 
(14)(15)(16)(17)(18)(21)(22)(23) 
(24)(25)(64) 

○基本的生活習慣 (1)(2)(3)(10)(11)(12)(13)※ 

○将来に関する意識 (9) 

○自尊意識 (4)(5)(6)(32) 

３つのカテゴリーに当てはまらない項目 

その他 
○家庭でのコミュニケーション等 (19)(20) 

○地域との関わり (34) 

※(11)(12)(13)については，「④ メディアとの接触時間」としました。 

（２）分析の観点とクロス集計 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒に対する質問紙調査の全８５の質問項目について，国立教育政策研究所の報告

書では，質問項目を１１に分類していますが，この国立教育政策研究所の分類と３つのカ

テゴリーとの関連付けを図り，下の表のように整理しました。 

質問項目に「している」「どちらかといえばしている」など，肯定的な回答をした児

童生徒の割合が８０％以上のものを「肯定的な回答が高い割合を示した質問項目」とし，

肯定的な回答をした児童生徒の割合が６０％未満のものを「肯定的な回答が低い割合を

示した質問項目」として整理しました。 

また，平成２６年度から今年度までの３年間の本調査結果を経年比較し，肯定的な回

答の割合が年を追うごとに増加しているものを「肯定的な回答が増加傾向にある質問項

目」とし，肯定的な回答の割合が年を追うごとに減少しているものを「肯定的な回答が

減少傾向にある質問項目」として整理しました。 

学力と学習状況・生活習慣については，教科に関する調査の結果と児童生徒質問紙調

査の結果との相関関係の分析を行いました。相関関係の分析に当たっては，教科に関す

る調査結果における正答数の多い児童生徒（Ｕ層）とそれ以外の児童生徒（Ｅ層）の質

問紙調査の回答状況を比較し，その違いについて検討しました。 
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（３）旭川の子どもたちの概況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小 学 校 

◇家で宿題に取り組んで

いるよ！（96.0％） 

 

◇学校へ行くのが楽しい！（84.9％） 

◇友達に会うのが楽しい！（96.0％） 

 

◇学級みんなで協力して何か

をやり遂げ，うれしかったこ

とがあるよ！（87.3％） 

◇学級のきまりは友達同士で

話し合って決めているよ！ 

（85.7％） 

□予習をしていますか（55.0％） 

□自分とは異なる意見も生かしながら 

話し合っていますか（59.5％） 

中 学 校 

◇話合いでは，友達の意

見をしっかり最後まで

聞くよ！（93.3％） 

◇友達との約束を守って

いるよ！（97.6％） 

 

◇友達に会うのが楽しい！（94.3％） 

◇人の役に立ちたい！（93.7％） 

 

□予習をしていますか（34.6％） 

□自分の考えや意見を発表することは 

得意ですか（50.8％） 
◇国語の勉強は大切だ！（8９.6％） 

◇数学ができるようになりたい！（91.7％） 

◇最後までやり遂げて

うれしかったことが

あるよ！（94.3％） 

 

◇好きな授業があるよ！（94.2％） 

◇話合いでは，友達の意見をしっか

り最後まで聞くよ！（93.６％） 
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○ 学校で，好きな授業がありますか（94.2%）  

○ 授業の内容はよく分かりますか（国語：83.9％，算数：80.1％） 

○ 友達と話し合うとき，友達の話や意見を最後まで聞くことができますか（93.6％） 

○ ５年生までに受けた授業では，自分の考えを発表する機会が与えられていたと思いますか（87.5％） 

 

（４）小学校  

①「授業改善」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 小学校５年生のときに受けた授業の中で目標（めあ

て・ねらい）が示されていたと思いますか 

 

 

○ 小学校５年生までに受けた授業の最後に学習内容を振

り返る活動をよく行っていたと思いますか 

 

○ 児童の間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深め

たり，広げたりすることができていると思いますか 

 

○ ５年生までに受けた授業では，児童の間で話し合う活

動をよく行っていたと思いますか 

 

  

 

○ 授業の中で分からないことがあったら，どうすることが多いですか 

 

 

  

 

 

 

○ ４９質問項目中，２４項目において肯定的な回答が高い割合を示し，肯定的な回答が低い割合を示す項目

はありませんでした。 

○ 3 年間の経年比較では，２８項目において肯定的な回答が増加傾向にあり，１項目「調査問題の解答時間

は十分でしたか(算数Ｂ)」において肯定的な回答が減少傾向にありました。しかし，この項目は，難しい問

題にも諦めずに最後まで粘り強く取り組めるようになってきたとも考えられます。 

○ 正答数の多い児童は，授業の中で分からないことがあると，授業後に先生に尋ねたり，自分で調べたりす

る割合が高い傾向にあります。  

分析結果 

 

肯定的な回答が高い割合を示した質問項目（例） 

 

肯定的な回答の割合が増加傾向にある質問項目（例） 

正答数の多い児童（Ｕ層）とそれ以外の児童（Ｅ層）とのクロス集計 

１ その場で先生に尋ねる  ２ 授業後に先生に尋ねる  ３ 友達に尋ねる  ４ 家の人に尋ねる   

５ 塾の先生に尋ねる    ６ 自分で調べる      ７ そのままにする 

詳細は，「指導の改善策」Ｐ１０１へ 
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②「落ち着いた学習環境づくり」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 学級みんなで協力して何かをやり遂げ，うれしかったことがありますか  

 

 

〇 いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか  

 

③「望ましい習慣づくり」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 家で，学校の授業の復習をしていますか 

 

 

○ 自分には，よいところがあると思いますか 

 

 

 

○ １４質問項目中（※），７項目において肯定的な回答が高い割合を示しました。一方，１項目「家

で，学校の授業の予習をしていますか」において肯定的な回答が低い割合を示しました。 

○ ３年間の経年比較では，６項目において肯定的な回答が増加傾向にあり，肯定的な回答が減少傾

向にある項目はありませんでした。 

分析結果 

 

○ 家で，学校の宿題をしていますか（96％） 

○  朝食を毎日食べていますか（94.3％） 

○ ものごとを最後までやり遂げて，うれしかったことがありますか（94.4％） 

肯定的な回答が高い割合を示した質問項目（例） 

 

 

○ １０質問項目中，９項目において肯定的な回答が高い割合を示しました。一方，１項目「学級会な

どの話合いの活動で，自分とは異なる意見や少人数意見のよさを生かしたり，折り合いをつけたりし

て話し合い，意見をまとめていますか」において肯定的な回答が低い割合を示しました。 

○ ３年間の経年比較では，４項目において肯定的な回答が増加傾向にあり，肯定的な回答が減少傾向

にある項目はありませんでした。 

肯定的な回答の割合が増加傾向にある質問項目（例） 

分析結果 

 

○ 学校に行くのは楽しいと思いますか（84.9％） 

○ 学校で，友達に会うのは楽しいと思いますか（96％） 

○ いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか（98.9％） 

肯定的な回答が高い割合を示した質問項目（例） 

 

※ このカテゴリーに該当する質問項目

は 23 項目ありますが，９項目の回 

答については，時間を選択肢から選

ぶことになっており，「肯定的」か否

かという観点から整理できない質問

項目となっているため，それらを除

き，１４質問項目としています。 

肯定的な回答の割合が増加傾向にある質問項目（例） 

詳細は，「指導の改善策」Ｐ１１９へ 

詳細は，「指導の改善策」Ｐ１１５へ 
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普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時

間，テレビやビデオ・ＤＶＤを見たり，聞いたりし

ますか（勉強のためのテレビやビデオ・ＤＶＤを見

る時間，テレビゲームをする時間は除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時

間，テレビゲーム（コンピュータゲーム，携帯式のゲ

ーム，携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも

含む）をしますか

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④「メディアとの接触時間」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

○ メディア接触時間にかかわる２質問項目について，３年間の経年比較ではやや改善の傾向にありま

す。しかし，１項目「普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時間，携帯電話やスマートフォ

ンで通話やメール，インターネットをしますか（携帯電話やスマートフォンを使ってゲームをする時

間は除く）」については，使用時間が増加傾向にあります。 

○ は

1日当たり２時間以上使用している割合は高い傾向にあります。また，正答数の多い児童は携帯電話

やスマートフォンの使用時間が短い傾向にあります。 

 

分析結果 

 

正答数の多い児童（Ｕ層）とそれ以外の児童（Ｅ層）とのクロス集計（例） 

 

１ ４時間以上    ２ ３時間～４時間    

３ ２時間～３時間  ４ １時間～２時間    

５ １時間より少ない   

６ 全く見たり，聞いたりしない 

１ ４時間以上    ２ ３時間～４時間   

３ ２時間～３時間  ４ １時間～２時間   

５ １時間より少ない ６ 全くしない    

メディア接触時間の経年変化（例） 

詳細は，「指導の改善策」Ｐ１３０へ 
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（５）中学校  

①「授業改善」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ １，２年生のときに受けた授業の中で目標（めあて・ね

らい）が示されていたと思いますか 

 

 

○ １，２年生のときに受けた授業の最後に学習内容を振

り返る活動をよく行っていたと思いますか 

 

○ 生徒で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，

広げたりすることができていると思いますか 

 

○ 学校の授業などで，自分の考えを他の人に説明したり，

文章に書いたりすることは難しいと思いますか 

 

 

 

○ 授業の中で分からないことがあったら，どうすることが多いですか                   

                    

  

  

正答数の多い生徒（Ｕ層）とそれ以外の生徒（Ｅ層）とのクロス集計 ※「難しいと思うか」という

質問に対し「そう思わない」

「どちらかといえば そう思

わない」 との回答を「肯定

的な回答」と判断 

○ 学校で，好きな授業がありますか（82.4%） 

○ 勉強は大切だと思いますか（国語：89.6％，数学：80.８％） 

○ 友達と話し合うとき，友達の話や意見を最後まで聞くことができますか（93.3％） 

○ １．２年生のときに受けた授業では自分の考えを発表する機会が与えられていたと思いますか（85.0％） 

 

 

 

 

 

 

○ ４９質問項目中，１０項目において肯定的な回答が高い割合を示しました。一方，１項目「学級会

などの話合いの活動で，自分とは異なる意見や少数意見のよさを生かしたり，折り合いをつけたりし

て話し合い，意見をまとめていますか」において肯定的な回答が低い割合を示しました。 

○ ３年間の経年比較では，２２項目において肯定的な回答が増加傾向にあり，１項目「数学の勉強は

好きですか」において肯定的な回答が減少傾向にありました。 

○ 正答数の多い生徒は，授業の中で分からないことがあると，授業後に先生に尋ねたり，自分で調べ

たりする割合が高い傾向にあります。 

分析結果 

 

１ その場で先生に尋ねる  ２ 授業後に先生に尋ねる  ３ 友達に尋ねる  ４ 家の人に尋ねる   

５ 塾の先生に尋ねる    ６ 自分で調べる      ７ そのままにする 

肯定的な回答が高い割合を示した質問項目（例） 

 

肯定的な回答の割合が増加傾向にある質問項目（例） 

詳細は，「指導の改善策」Ｐ１３５へ 
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②「落ち着いた学習環境づくり」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 学校の規則を守っていますか 

 

 

〇 いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか  

 

 

③「望ましい習慣づくり」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 読書は好きですか 

 

 

 

 

○ １４質問項目中（※），３項目において肯定的な回答が高い割合を示しました。一方，３項目におい

て肯定的な回答が低い割合を示しました。 

○ ３年間の経年比較では，１項目「読書は好きですか」において肯定的な回答が増加傾向にあり，

２項目において肯定的な回答が減少傾向にありました。 

分析結果 

 

 

 

○ １０質問項目中，７項目において肯定的な回答が高い割合を示しました。一方，１項目「学級会な

どの話合いの活動で，自分とは異なる意見や少数意見のよさを生かしたり，折り合いをつけたりして

話し合い，意見をまとめていますか」において肯定的な回答が低い割合を示しました。 

○ ３年間の経年比較では，２項目において肯定的な回答が増加傾向にあり，肯定的な回答が減少傾向

にある項目はありませんでした。 

分析結果 

 

○ 家で，学校の宿題をしていますか（88.1％） 

○  朝食を毎日食べていますか（92.2％） 

○ ものごとを最後までやり遂げて，うれしかったことがありますか（94.３％） 

○ 学校で，友達に会うのは楽しいと思いますか（94.3%） 

○ 学級みんなで協力して何かをやり遂げ，うれしかったことがありますか（84.6%） 

○ いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか（94.3%） 

肯定的な回答が高い割合を示した質問項目（例） 

肯定的な回答が高い割合を示した質問項目（例） 

 

肯定的な回答の割合が増加傾向にある質問項目（例） 

※このカテゴリーに該当する質問項目

は 23 項目ありますが，９項目の回

答については，時間を選択肢から選

ぶことになっており，「肯定的」か

否かという観点から整理できない質

問項目となっているため，それらを

除き，１４質問項目としています。 

肯定的な回答の割合が増加傾向にある質問項目 

詳細は，「指導の改善策」Ｐ１４９へ 

詳細は，「指導の改善策」Ｐ１４６へ 
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普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時

間，テレビやビデオ・ＤＶＤを見たり，聞いたりし

ますか（勉強のためのテレビやビデオ・ＤＶＤを見

る時間，テレビゲームをする時間は除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時

間，携帯電話やスマートフォンで通話やメール，イ

ンターネットをしますか（携帯電話やスマートフォ

ンを使ってゲームをする時間は除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④「メディアとの接触時間」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 。 

○ 正答数の多い生徒（U 層）はテレビゲームをする時間が短い傾向にあり，それ以外の生徒（E 層）

は，１日当たり２時間以上使用している割合が高い傾向にあります。また，正答数の多い生徒は携帯

電話やスマートフォンの使用時間が短い傾向にあります。 

分析結果 

 

メディア接触時間の経年変化（例） 

正答数の多い生徒（Ｕ層）とそれ以外の生徒（Ｅ層）とのクロス集計 

 

１ ４時間以上   ２ ３時間～４時間    

３ ２時間～３時間  ４ １時間～２時間    

５ １時間より少ない  ６ 全く見たり，聞いたりしない 

１ ４時間以上   ２ ３時間～４時間    

３ ２時間～３時間  ４ １時間～２時間   

５ １時間～３０分  ６ ３０分より少ない   

７ 持っていない   

詳細は，「指導の改善策」Ｐ１６０へ 
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５ おわりに

本報告書は，「概要」と「指導の改善策」で構成しており，「概要」で示し

た課題に対する改善の方策を「指導の改善策」として整理しました。また，

９年間で身に付けさせたい力を明らかにするなどの小中連携の視点やアクテ

ィブ・ラーニングの視点も加えました。

各学校においては，本報告書に記載したこれらの視点等も踏まえ，自校の

結果を分析し改善策を明らかにした上で，保護者等に説明責任を果たすとと

もに，組織的・計画的に児童生徒一人一人の学力向上を図ることが大切です。

教育委員会といたしましても，各学校の取組に対し，引き続き，必要な指

導・助言や支援に努めてまいります。

なお，この度作成しました「指導の改善策」については，旭川市教育研究

会国語科研究部及び算数数学科研究部，自校において学力向上を担当してい

る先生方で構成した旭川市授業力向上プロジェクトの各チームに御協力いた

だき，より旭川市の児童生徒の実態を踏まえた報告書となっております。

作成に御協力いただいた旭川市教育研究会及び各チームの皆様に心から感

謝申し上げます。

【「指導の改善策」作成協力者】

旭川市授業力向上プロジェクト
国語チーム 算数・数学チーム
委 員 長：菅原 整（陵雲小校長） 委 員 長：田中 義彦（神楽中校長）
副委員長：石ヶ森孝順（日章小教頭） 副委員長：千葉 雅樹（嵐山中教頭）
委 員：河村 知泰（広陵中主幹教諭） 委 員：高綱 智美（明星中主幹教諭）

石川 憲一（大有小教諭） 関 未貴（豊岡小教諭）
石塚 大輔（旭三小教諭） 武田 要（緑新小教諭）
小泉 幸男（北光小教諭） 長瀬 剛仁（近文小教諭）
渡辺 恭平（高台小教諭） 萬宮 淳（愛宕小教諭）
穴吹 竜也（東陽中教諭） 岡田 哲（緑が丘中教諭）
北 真紀（東光中教諭） 沼澤 和範（中央中教諭）
木村 智美（忠和中教諭） 谷地元直樹（永山南中教諭）
久世 隆治（北門中教諭）

学習習慣・生活習慣改善チーム
委 員 長：辻並 浩樹（中央中教頭）
副委員長：佐藤 美鶴（東栄小教頭）
委 員：齋藤 知尋（愛宕東小主幹教諭）

桝本 智史（西御料地小主幹教諭）
太田 貴幸（新町小教諭）
上原 丈典（北星中教諭）
中村 智美（東明中教諭）
松尾 聡（明星中教諭）

（敬称略，職名は平成２８年１０月現在）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


